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大人が変われば → 子どもが変わる
家庭が変われば → 地域が変わる

劇団四季「こころの劇場」 今年度は動画配信で実施

劇団四季と一般社団法人舞台芸術センターの主催で例年開催されている
「こころの劇場」が、町内の4年生以上の小学生を対象として動画配信形
式で行われました。新型コロナウイルス感染症の影響により、2021年の
開催が中止となり、今年度については講演予定だった市町村へ動画配信の
形で公演が実施されました。

今回の演目は「はじまりの樹の神話～こそあどの森の物語～」、“想い
や考えは、必ず相手に伝わる”をテーマとした、劇団四季の新作ファミ
リーミュージカルで、人とのつながりの大切さについて伝えるストーリー
となっています。

亀徳小学校では、４～6年生がそれぞれのクラスのテレビを使い公演を
鑑賞。生の舞台ではないものの、テレビの画面から伝わる役者たちの息づ
かいやダンス、生きることについてのテーマ曲など、その世界観に画面を
食い入るように見つめていました。

2月18日、町生涯学習センターにおいて、令和３年度徳之島町社会教育功労者等表彰式が開催されま
した。町社会教育功労者表彰は、本町の社会教育の振興及び生涯学習の推進に多年にわたり寄与された
方を表彰しており、今年度は3名の方が受賞されました。また、全国社会教育委員連合表彰と大島地区
社会教育功労者表彰の伝達式も行われました。受賞された皆さまおめでとうございます。

【令和3年度町社会教育功労者等表彰受賞者（氏名敬称略）】

○全国社会教育委員連合表彰受賞者
勇元 隆志 （前社会教育委員）
町PTA連絡協議会役員として青少年の健全育成に取り
組まれたほか、町社会教育委員の役職を務められました。

○大島地区社会教育功労者表彰受賞者
米良 洋子 （町地女連会長）
町地女連会長として町地女連の発展に寄与されたほか、
永年にわたり、町社会教育委員としても務められました。

○徳之島町社会教育功労者表彰受賞者
森 二三江 （町地女連副会長）
町地女連役員として町地女連の発展に寄与されたほか、
地域活動の推進などに活躍されました。

亀澤 志保子 （町高齢者クラブ役員）
町高齢者クラブ役員として、文化芸術活動に取り組まれたほか、民生委員として地域でも活躍されました。

中島 由美子 （町文化協会会員）
中島書道教室代表として、永年にわたり書道教育に尽力され、本町の書道の発展と後進の育成に務められ
ました。

受賞者、前列左から、勇元さん、米良さん、森さん、亀澤さ
ん、中島さん。受賞おめでとうございます。



町民会議絵画コンクール「夜ふかしをしないで早く寝よう！」

3月 6日（日） あかちゃんおはなし会（図書館）

3月16日（水） 家庭教育講演会

3月19日（土） 青少年育成の日

3月20日（日） 家庭の日

３行事予定 家庭教育支援チーム「 」から一言

いい本に出会うことは、
いい人に出会うことに似ている。

読書は、想像力や考える習慣を身につけ、豊か
な感性や情操、思いやりの心を育むことが
できます。家で本を読む時間を設け、読書
の習慣を付けましょう。

3月のおはなし会 12日・26日

○町民会議会長賞（小学1年～3年生の部）
手々小学校 ２年 川口 光織（かわぐち みおり）さん

○町民会議会長賞
（小学4年生～６年生の部）

亀徳小学校 ６年 常 塁翔（つね るいと）さん

○町民会議会長賞（中学生の部）
亀津中学校 ３年 向井 苺子（むかい まいこ）さん

令和３年度徳之島町青少年育成町民会議絵画コンクールの今年度のテーマは「夜ふかしをしない
で早く寝よう！」でした。これは、町青少年育成町民会議の本年度の取り組み事項である「睡眠の
たいせつさ」と「スマホの適正使用」について、子どもたち自身に考えてもらうために設定されま
した。

本年度の応募総数305点の中から、会長賞に選出された３作品と共に、
受賞した児童生徒のコメントをご紹介します。

今回初めて受賞できてとても嬉しいです。
この絵は、自分がスマホを夜遅くまで使っていてスマホの充電が切れて充電

しようと思った時に思いつきました。わたしのまわりでもスマホの充電はする
のに、自分自身は夜遅くまで起きていて、寝ない人などがいるので、そのよう
な人達に、自分自身の（充電）睡眠を優先してほしいことを伝えたくて描きま
した。

ぼくは、作品を描いて、会長賞を受賞することができて本当に
うれしかったです。なぜなら、朝早く起きて、絵の具の準備をし、
一生けん命描いたからです。

この絵は、子どもを早くねかせるために、親が協力していると
ころです。なぜかというと子どもが早くねるためには、やっぱり
親が協力しなければならないなと思ったからです。なのでぼくは、
親が子どもをねかしているところを絵に表しました。

わたしは夏休みにコンクールの絵をかく時に、三つのことを考
えました。

一つ目は、早おきすることです。早おきして朝の空気をすうと
一日のやる気が出てきます。

二つ目は、朝ごはんです。わたしがすきな朝ごはんは、ごはん
とおみそしるです。ごはんにおみそしるをかけて食べると、食べ
やすいからすきです。朝ごはんを食べると学校に行くぞ、という
きもちになります。

三つ目は、早くねることです。早くふとんに入って本を読んでもらったり、妹に本を読んであげたりしま
す。早くふとんに入るととても気持ちがいいです。

わたしはこの絵が、会長しょうにえらばれてとてもうれしいです。これからも、早ね早おき朝ごはんをつ
づけていきたいです。


